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野田秀樹さんロンドンで新作公演．

原
爆
の
惨
劇
繍

報
道
陣
に
公
開
さ
れ
た
舞
台
「
正
三
角
関

係
」
の
一
場
面
。
人
々
の
頭
上
で
原
爆
が

さ
く
裂
す
る
＝
ロ
ン
ド
ン
（
時
事
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る

演
出
家
の
野
田
秀
樹
さ
ん

‖
ロ
ン
ド
ン
　
（
時
事
）

風
化
に
一
石

【
ロ
ン
ド
ン
時
事
】
劇
作
家
の

野
田
秀
樹
さ
ん
（
6
8
）
が
主
宰
す
る

N
O
D
A
・
M
A
P
′
の
新
作
舞
台

「
正
三
角
関
係
」
（
英
題
L
O
V
e

・
1
n
 
A
C
－
i
O
n
）
が
ロ

ン
ド
ン
で
上
潰
さ
れ
た
。
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
の
小
説
「
カ
ラ
マ
ー

ゾ
フ
の
兄
弟
」
に
着
想
を
得
て
、

1
9
4
5
年
8
月
の
長
崎
を
舞
台

に
、
人
を
殺
す
こ
と
の
罪
の
大
き

さ
を
問
う
作
品
。
前
半
は
コ
ミ
カ

ル
に
法
廷
劇
が
展
開
さ
れ
る
が
、

次
第
に
重
苦
し
さ
を
増
し
、
最
後

は
人
類
史
に
残
る
惨
劇
と
な
っ
た

原
子
爆
弾
投
下
の
瞬
間
に
た
ど
り

眉く。
「
直
接
的
に
描
か
な
い
と
届
か

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
1
－
。
作
・

演
出
を
手
掛
け
た
野
田
さ
ん
は
、

生
ま
れ
故
郷
に
落
と
さ
れ
た
原
爆

を
他
の
作
品
で
も
題
材
に
し
て
き

た
が
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
比

喩
的
表
現
か
ら
踏
み
込
み
、
「
原

爆
」
と
じ
か
に
向
き
合
っ
た
。

終
戦
か
ら
7
9
年
が
た
ち
、
戦
争

の
記
憶
の
風
化
が
一
段
と
進
む

中
、
「
原
爆
投
下
の
事
実
が
歴
史

の
ペ
ー
ジ
の
一
行
に
な
っ
て
い
な

い
か
」
。
日
本
で
も
、
「
戦
争
の
終

結
」
や
「
自
国
の
被
害
者
を
減
ら

す
」
た
め
な
ら
「
致
し
方
な
い
」

と
肯
定
す
る
考
え
が
優
勢
に
な
り

か
ね
な
い
現
状
を
危
惧
。
「
起
き

た
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
大
量
殺

り
く
だ
」
と
強
調
す
る
。

1
0
月
に
は
、
核
廃
絶
を
訴
え
て

き
た
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
。
野
田
さ
ん
は
「
あ
り
が
た
い

こ
と
」
と
歓
迎
す
る
が
、
亘
の
ニ

ュ
ー
ス
も
瞬
く
間
に
、
あ
ふ
れ
る

情
報
に
埋
も
れ
て
い
く
現
実
を
嘆

く
。
「
唯
一
の
被
爆
国
」
と
の
言

葉
も
時
候
の
あ
い
さ
つ
の
よ
う
に

聞
こ
え
る
と
し
、
「
も
う
一
度
か

み
し
め
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

日
本
公
演
に
続
き
ロ
ン
ド
ン
で

も
、
松
本
潤
さ
ん
、
長
澤
ま
さ
み

さ
ん
、
永
山
瑛
太
さ
ん
ら
が
熱

演
。
初
日
終
演
後
、
満
席
の
劇
場

（
約
1
5
0
0
人
）
は
万
雷
の
拍

手
と
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
包
ま
れ
た
。
広
島
平
和
記

念
資
料
館
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
コ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
在
住
の

女
性
（
聖
は
「
原
爆
投
下
の
シ
ー

ン
が
印
象
的
。
ま
た
違
っ
た
形
で

被
害
の
莫
大
さ
を
感
じ
、
胸
が
痛

ん
だ
」
と
語
っ
た
。


